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訳
者
ま
え
が
き

　

本
書
は
、Jeffrey E. Garten, T

hree D
ays at Cam

p D
avid: H

ow
 a Secret M

eeting in 1971 T
ransform

ed 
the G

lobal E
conom

y 
（H

arperCollins, 2021

）
の
全
訳
で
あ
る
。
１
９
７
１
年
夏
、
世
界
は
、
そ
し
て
日
本
も
２
つ
の

「
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
に
見
舞
わ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
本
は
１
９
７
１
年
８
月
の
「
ド

ル
・
シ
ョ
ッ
ク
」
に
ま
つ
わ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

２
０
２
１
年
８
月
に
は
、「
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
50
年
」
と
い
う
こ
と
で
、
新
聞
、
雑
誌
に
多
く
の
特
集
が
登
場
し

た
。
あ
る
記
事
で
は
本
書
を
引
用
し
て
い
た
し1
、『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
の
去
年
９
／
10
月
号
に
バ
リ
ー･

ア
イ
ケ
ン
グ
リ
ー
ン
が
短
い
紹
介
を
書
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
本
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
読
者
も
多
い
だ
ろ

う
。
多
く
の
レ
ビ
ュ
ー
が
出
て
い
る
し2
、
マ
ー
チ
ン･

ウ
ル
フ
は
、
本
書
を
２
０
２
１
年
の
経
済
分
野
のBest books

の
１
冊
に
選
ん
で
い
る3
。
日
本
語
版
の
巻
末
に
は
、
詳
し
い
「
浅
沼
解
題
」
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
見
て
く
だ
さ
い4
。

　

ど
ん
な
経
緯
で
こ
の
本
を
訳
そ
う
と
し
た
か
、
細
か
い
こ
と
は
よ
く
思
い
出
せ
な
い
。
去
年
の
６
月
頃
だ
っ
た
ろ
う
か
、

浅
沼
さ
ん
がT

hree D
ays at Cam

p D
avid

、
翻
訳
し
よ
う
と
言
い
出
し
た
よ
う
な
気
が
す
る5
。
何
し
ろ
「
歩
く
オ
ー

バ
ー
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
の
小
浜
さ
ん
、
遅
れ
て
い
る
翻
訳
が
２
冊
あ
っ
た
の
で
、
は
じ
め
「
新
し
い
翻
訳
は
無
理
」
と

答
え
た
と
思
う
。
そ
れ
な
ら
、
な
ぜ
や
る
こ
と
に
し
た
か
。
お
そ
ら
く
、
美
味
し
い
ワ
イ
ン
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
、
そ
し

て
美
味
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
、「
こ
れ
ま
で
一
緒
に
翻
訳
し
た
友
だ
ち
が
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
れ
ば
」
で
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き
る
か
な
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
監
訳
作
業
は
、
予
定
よ
り
だ
い
ぶ
遅
れ
た
。
分
担
し
て
翻
訳
を
し
て
く
れ
た
皆

さ
ん
と
勁
草
書
房
の
宮
本
詳
三
さ
ん
に
は
迷
惑
を
か
け
た
。

分
担
：

小
浜
裕
久
（
序
章
） 

静
岡
県
立
大
学
名
誉
教
授

織
井
啓
介
（
第
１
章
〜
第
７
章
） 

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授

石
川　

薫
（
第
８
章
〜
第
10
章
） 

川
村
学
園
理
事
、
国
際
教
養
大
学
客
員
教
授

冨
田
陽
子
（
第
11
章
〜
第
13
章
） 

元
セ
ー
コ
ロ
21
（
翻
訳
・
研
究
図
書
出
版
）

上
田
善
久
（
第
14
章
、
第
17
章
） 

弁
護
士
、
元
パ
ラ
グ
ア
イ
大
使

吉
村
幸
雄
（
第
15
章
、
第
16
章
） 
元
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
日
本
代
表
理
事

浅
沼
信
爾
（
第
18
章
、
解
題
） 
一
橋
大
学
国
際
・
公
共
政
策
大
学
院
客
員
教
授

　

翻
訳
は
難
し
い
。
格
調
高
い
日
本
語
は
、
わ
れ
わ
れ
の
能
力
を
超
え
る
。
翻
訳
と
い
う
の
は
、
英
語
で
も
何
語
で
も
い

い
け
ど
、
ま
ず
読
ん
で
内
容
を
理
解
す
る
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る6
。
皆
さ
ん
に
分
担
し
て
翻
訳
を
頼
む
た
め
、
去
年
８
月
、
本
書
の
序
章
を
訳
し
て
み
た
。
こ
の
本
は
、
読
み
や
す

い
し
、
世
界
経
済
の
現
代
史
に
関
心
の
向
き
に
は
、
と
て
も
面
白
い
と
思
う
。
で
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
翻
訳
す
る
の

は
や
さ
し
く
な
か
っ
た
。

　

二
つ
、「
浅
沼
解
題
」
で
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
「
政
治
家
と
中
央
銀
行
の
関
係
」
と
「
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
合
意
」

に
つ
い
て
、
短
く
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。「
政
治
家
と
中
央
銀
行
の
関
係
」
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
７
章
を
読
ん
で
ほ
し
い
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が
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
ア
ー
サ
ー･

バ
ー
ン
ズ
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
議
長
に
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
独
立
性
は
自

分
に
と
っ
て
あ
ま
り
重
要
で
な
く
、
ニ
ク
ソ
ン
・
チ
ー
ム
の
協
力
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融
政
策
を
自
分
の

大
き
な
経
済
目
標
に
合
わ
せ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
、
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ニ
ク
ソ
ン
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
独
立
性
を
尊
重
す
る

と
し
つ
つ
、
自
分
の
考
え
に
従
う
べ
き
だ
と
バ
ー
ン
ズ
が
独
立
性
を
も
っ
て
結
論
付
け
る
よ
う
期
待
す
る
、
な
ど
と
言
っ

て
い
る
。
ど
こ
の
国
で
も
、
こ
う
い
う
政
治
家
は
い
る
も
ん
で
す
な
。

　

本
書
第
16
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
１
９
７
１
年
12
月
の
「
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
合
意
」
で
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）
４

月
以
来
固
定
さ
れ
て
い
た
「
１
ド
ル
３
６
０
円
」
レ
ー
ト
か
ら
、
１
ド
ル=

３
０
８
円
に
16
・
88
％
切
り
上
げ
ら
れ
た
。

著
者
も
引
用
し
て
い
るV

olcker and Gyohten, Changing Fortunes

の
関
連
部
分
を
読
み
直
し
て
み
た
。
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
博
物
館
で
開
か
れ
た
10
か
国
蔵
相
会
議
の
日
本
代
表
は
、
当
時
の
水
田
三
喜
男
大
蔵
大
臣
。
時
の
総
理
大
臣
は
佐

藤
栄
作
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
コ
ナ
リ
ー
財
務
長
官
は
20
％
の
円
切
り
上
げ
も
、
17
％
も
大
差
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と

言
っ
た
よ
う
だ
が
、
水
田
蔵
相
は
戦
前
日
本
の
暗
い
歴
史
ま
で
持
ち
出
し
て
17
％
未
満
に
こ
だ
わ
っ
た
ら
し
い7
。
当
時
の

日
本
で
は
、
円
が
切
り
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
輸
出
が
伸
び
悩
み
、
日
本
経
済
は
不
況
に
な
る
と
い
う
論
調
が
強
か
っ
た
よ
う

だ
。
帰
国
途
上
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
「
東
京
市
場
で
株
価
暴
落
せ
ず
」
の
電
報
を
受
け
取
っ
た
水
田
蔵
相
は
、
初
め
て
飲

み
物
を
口
に
し
た
と
言
わ
れ
る8
。

　

翻
訳
し
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
違
和
感
が
あ
っ
た
の
は
、
注
の
付
け
方
と
巻
末
の
文
献
リ
ス
ト
だ
。
勁
草
書
房
の
宮
本
詳

三
さ
ん
が
、
文
献
通
し
番
号
で
行
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
れ
て
、
一
件
落
着
。２

０
２
２
年
9
月

小
浜
裕
久
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注 1　

藤
井
彰
夫
（2021/8/1

日
本
経
済
新
聞　

電
子
版
）。
こ
の
記
事
で
は
、「
１
９
７
１
年
８
月
15
日
、
金
と
ド
ル
の
交
換
停
止
を
表
明
す

る
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
」
の
テ
レ
ビ
演
説
の
写
真
や
、「
１
９
７
１
年
７
月
、
中
国
の
周
恩
来
首
相
と
北
京
で
会
談
に
臨
む
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

米
大
統
領
補
佐
官
」
の
写
真
も
出
て
い
る
。

2　

関
心
の
向
き
は
「T

hree D
ays at Cam

p D
avid Review

」
で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

3　

Financial T
im

es, N
ovem

ber 
 

17 2021.

4　

浅
沼
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
き
た
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
だ
。
大
学
の
ゼ
ミ
の
先
生
に
は
嫌
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
け
ど
、
日
本
で
銀

行
員
を
し
た
あ
と
、
ウ
ォ
ー
ル
街
で
投
資
銀
行
に
勤
め
た
。
世
界
銀
行
で
は
い
く
つ
か
局
長
を
や
っ
た
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
大
国
の
経
済
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
チ
ー
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
や
っ
た
り
、
日
本
に
戻
っ
て
大
学
教
授
も
い
く
つ
か
や
っ
た
。

5　

２
０
２
１
年
６
月
23
日
に
勁
草
書
房
の
宮
本
詳
三
さ
ん
か
ら
「
翻
訳
代
理
店
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、T

hree D
ays at Cam

p 
D

avid

の
版
権
は
空
い
て
い
ま
し
た
」
と
い
うe-m

ail

が
来
て
い
る
の
で
、
そ
の
直
前
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

6　

ど
う
も
北
御
門
二
郎
の
影
響
を
受
け
て
ま
す
な
。
北
御
門
二
郎
は
、
ロ
シ
ア
文
学
翻
訳
の
考
え
方
で
、
官
学
（
東
大
、
東
京
外
大
）
の
ロ

シ
ア
文
学
者
と
「
翻
訳
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
論
争
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

7　

お
そ
ら
く
、
水
田
蔵
相
が
東
京
を
出
る
際
、
佐
藤
総
理
と
ぎ
り
ぎ
り
20
％
ま
で
の
切
り
上
げ
は
仕
方
が
な
い
と
相
談
し
た
の
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
17
％
ま
で
の
切
り
上
げ
は
、
蔵
相
の
判
断
で
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
い
が
、
そ
れ
以
上
の
切
り
上
げ
は
東
京
の
訓
令
を
仰
ぐ
べ
し
、
と
い
う

相
談
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

8　

当
時
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
東
京
へ
の
直
行
便
は
な
く
、
多
く
は
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
経
由
だ
っ
た
。「
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
よ
く
う
ど
ん
喰
っ
た

よ
な
」
て
な
こ
と
言
う
の
は
老
人
だ
け
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
東
京
の
株
価
な
ん
て
ス
マ
ホ
で
見
り
ゃ
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
時
代
で
は
な

か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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3　　序章

序
章

　

１
９
７
１
年
８
月
13
日
（
金
）、
午
後
２
時
29
分
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
西
ウ
イ
ン
グ
か
ら
ヘ
リ

ポ
ー
ト
が
あ
る
南
庭
に
歩
い
て
行
っ
て
大
統
領
専
用
ヘ
リ
「
マ
リ
ー
ン
・
ワ
ン
」
に
乗
り
込
ん
だ1
。
若
い
海
兵
隊
士
官
は
、

ヘ
リ
に
乗
る
た
め
の
６
段
の
短
い
ス
テ
ッ
プ
を
上
が
る
大
統
領
に
き
び
き
び
と
敬
礼
。
大
き
な
メ
イ
ン
・
ロ
ー
タ
ー
が

ゆ
っ
く
り
回
り
始
め
、
ヘ
リ
後
部
の
テ
ー
ル
・
ロ
ー
タ
ー
も
回
り
だ
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
「
マ
リ
ー
ン
・
ワ
ン
」
は

ゆ
っ
く
り
上
昇
し
、
す
ぐ
に
機
首
を
少
し
下
げ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
町
の
上
を
飛
ん
で
北
西
に
向
か
っ
た
。

い
く
つ
か
の
小
さ
い
町
の
上
を
飛
び
、
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
山
脈
の
森
を
越
え
、
30
分
ほ
ど
の
飛
行
だ
っ
た
。

　

ニ
ク
ソ
ン
が
乗
っ
た
「
マ
リ
ー
ン
・
ワ
ン
」
に
は
同
乗
者
が
い
て
満
員
だ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
コ
ナ
リ
ー
財
務
長
官
、

ア
ー
サ
ー
・
バ
ー
ン
ズ
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
議
長
、
ポ
ー
ル
・
マ
ク
ラ
ッ
ケ
ン
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会

（
Ｃ
Ｅ
Ａ
）
委
員
長
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ュ
ル
ツ
行
政
管
理
予
算
局
（
Ｏ
Ｍ
Ｂ
）
局
長
、
Ｈ
・
Ｒ
・
ハ
ル
デ
マ
ン
大
統
領
首
席

補
佐
官
。
彼
ら
に
加
え
て
ヘ
リ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
二
人
と
航
空
機
関
士
が
一
人
、
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
が
二
人
、
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「
核
の
ボ
タ
ン
」
を
持
っ
た
軍
人
も
乗
っ
て
い
た
。

　
「
マ
リ
ー
ン
・
ワ
ン
」
の
シ
ー
ト
は
金
色
の
カ
バ
ー
が
掛
け
ら
れ
て
い
て
、
床
に
は
分
厚
い
ブ
ル
ー
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
が

敷
か
れ
て
い
た
。
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
ヘ
リ
の
右
側
の
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
に
座
っ
て
い
た
。
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
背
を
向
け
て

座
っ
て
い
た
の
で
、
機
内
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
受
話
器
に
長
い
コ
イ
ル
状
の
コ
ー
ド
が
つ
い
て
い
る
電
話
機
が

キ
ャ
ビ
ン
の
壁
の
膝
く
ら
い
の
高
さ
の
所
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
機
外
と
の
唯
一
の
連
絡
手
段
だ
っ
た
。
機

内
は
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
で
、
各
自
の
ブ
リ
ー
フ
ケ
ー
ス
は
自
分
の
膝
の
上
に
置
か
れ
、
通
路
を
歩
く
の
は
よ
ほ
ど
無
理
し
な

い
と
難
し
か
っ
た2
。

　

別
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
１
時
間
前
に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
空
軍
基
地
か
ら
飛
び
立
っ
て
い
た
。
そ
の
ヘ

リ
に
は
、
ポ
ー
ル
・
ボ
ル
カ
ー
金
融
担
当
財
務
次
官
、
ピ
ー
タ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
国
際
経
済
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
、

大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ａ
）
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
タ
イ
ン
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ス

ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
サ
フ
ァ
イ
ア
、
内
政
担
当
大
統
領
補
佐
官
の
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
リ
ッ
ク
マ
ン
が

乗
っ
て
い
た
。
何
人
か
の
関
係
者
は
早
く
車
で
ワ
シ
ン
ト
ン
を
出
て
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
へ
向
か
っ
た
。
車
だ
と
お

よ
そ
１
時
間
半
だ
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
カ
ト
ク
テ
ィ
ン
山
脈
に
あ
る
大
統
領
専
用
別
荘
の
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
で

開
か
れ
る
極
秘
の
会
議
に
出
席
す
べ
く
向
か
っ
た
。
ハ
ル
デ
マ
ン
大
統
領
首
席
補
佐
官
と
彼
の
次
席
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ヒ
グ

ビ
ー
は
前
日
の
午
後
に
12
人
の
出
席
予
定
者
に
連
絡
し
た
。
彼
ら
は
、
２
、
３
日
の
旅
行
に
必
要
な
も
の
を
用
意
し
、
家

族
に
も
ど
こ
に
行
く
か
を
言
っ
て
は
な
ら
な
い
と
伝
え
た
。
こ
の
会
議
の
出
席
者
は
ニ
ク
ソ
ン
や
ハ
ル
デ
マ
ン
な
ど
15
人

に
な
っ
た
。
財
務
省
の
法
律
顧
問
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
は
土
曜
日
朝
に
到
着
し
た
。
こ
の
会
議
の
目
的
を

知
る
の
は
２
、
３
人
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
は
こ
の
会
議
が
極
め
て
重
要
な
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
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た
。
前
の
日
、
影
響
力
の
強
い
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ュ
ル
ツ
行
政
管
理
予
算
局
局
長
は
ニ
ク
ソ
ン
に
、
こ
の
会
議
は
「
第
二
次

世
界
大
戦
終
結
後
、
最
も
大
き
な
経
済
政
策
の
変
更
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
［436, p. 271

］。
そ
の
日
の
朝
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
搭
乗
の
際
に
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
タ
イ
ン
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
サ
フ
ァ
イ
ア
に
、
こ
の
週
末
は
１
９
３
３
年
３
月
４

日
（
土
）（
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｄ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
ア
メ
リ
カ
の
す
べ
て
の
銀
行
閉
鎖
を
決
め
た
日
）
以
降
の
経
済
政

策
上
、
一
番
重
要
な
週
末
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
語
っ
た
［62, p. 510

］。
実
際
こ
の
会
議
の
あ
と
、
ア
メ
リ
カ
の
政

治
的
同
盟
は
動
揺
し
、
米
ド
ル
の
価
値
は
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
中
で
決
ま
る
よ
う
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
経
済
も
世
界
経
済

も
新
た
な
制
度
の
下
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
本
は
、
１
９
７
１
年
８
月
13
日
に
始
ま
っ
た
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
会
議
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
つ
い
て
書
い

た
も
の
だ
。
こ
の
会
議
の
あ
と
何
が
起
こ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
世
界
経
済
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の

か
。
ア
メ
リ
カ
は
世
界
に
お
け
る
自
国
の
役
割
を
い
か
に
再
考
し
た
の
か
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
ま
で

担
っ
て
き
た
役
割
を
も
は
や
担
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
膨
大
な
役
割
の
一
部
を
同
盟
国
に

分
担
し
て
も
ら
う
可
能
性
を
探
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
で
の
決
定
は
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
の

大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
巨
大
な
軍
事
的
政
治
的
経
済
的
パ
ワ
ー
に
よ
っ
て
、
国
際
政

治
の
中
で
一
方
的
な
力
の
行
使
が
可
能
だ
っ
た
が
、
こ
れ
以
降
、
各
国
と
の
相
互
依
存
を
考
慮
し
、
多
国
間
の
協
力
に
よ

る
外
交
に
転
換
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
本
で
は
、
ド
ル
と
金
と
い
う
視
点
で
世
界
の
中
の
ア
メ
リ
カ
を
考
え
た
い
。
ア
メ
リ
カ
の
通
貨
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
は
難
し
い
が
、
外
交
、
国
の
安
全
保
障
、
国
際
貿
易
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
し
、
今
も
そ
う
で
あ
る
。

ド
ル
は
、
わ
れ
わ
れ
の
重
大
関
心
事
で
あ
る
内
政
に
も
大
き
く
影
響
す
る
。
雇
用
、
物
価
、
退
職
後
の
社
会
保
障
、
金
融
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の
安
定
、
経
済
活
動
に
参
加
す
る
機
会
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
国
際
問
題
に
ま
で
影
響
す
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
分
析
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ド
ル
の
価
値
は
、
個
々
人
の
生
活
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
世
界
経
済
に

深
刻
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。

　

１
９
７
１
年
８
月
の
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
に
集
ま
っ
た
ニ
ク
ソ
ン
と
彼
の
チ
ー
ム
が
直
面
し
た
い
ろ
い
ろ
な
国
際

的
枠
組
み
を
簡
単
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
会
議
当
時
、
ア
メ
リ
カ
は
１
９
４
４
年
の
ブ
レ
ト

ン
ウ
ッ
ズ
会
議
の
枠
組
み
の
中
に
あ
っ
て
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
に
加
盟
し
て
い
た
。
外
国
の
政
府
と
中
央
銀
行
は
、

保
有
す
る
ド
ル
を
金
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
交
換
比
率
は
１
オ
ン
ス
35
ド
ル
で
、
こ
れ
は
１
９
３
４
年
に
フ
ラ
ン

ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
時
代
に
決
め
ら
れ
て
以
来
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
他
の
通
貨
、
イ
ギ
リ
ス
・
ポ
ン

ド
、
西
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク3
、
日
本
円
な
ど
は
ド
ル
に
固
定
相
場
で
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
円
は
１
９
４
９
年
に
１

ド
ル
３
６
０
円
レ
ー
ト
が
決
ま
っ
て
、
原
則
上
下
１
％
以
内
で
し
か
変
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
設
立
協

定
で
は
、
基
礎
的
不
均
衡
と
い
う
長
期
的
・
構
造
的
な
不
均
衡
が
あ
る
場
合
の
み
、
固
定
相
場
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
は
、
１
９
４
４
年
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
で
開
か
れ
た
世
界
の
金
融
に
関
す

る
会
議
で
決
め
ら
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
会
議
は
、
連
合
国
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
金
融
の
枠
組
み
を
決
め
る
た
め

の
会
議
で
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
が
主
導
し
た
。
こ
の
会
議
で
決
ま
っ
た
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
は
、
為
替
相
場
は
１
％

以
上
は
変
動
せ
ず
、
最
終
的
に
は
金
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
。
為
替
が
安
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
穀
物
、

食
糧
、
機
械
、
自
動
車
、
繊
維
製
品
な
ど
の
商
品
貿
易
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

１
９
３
０
年
代
の
世
界
大
恐
慌
の
混
乱
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
新
し
い
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
だ
っ
た
。
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大
恐
慌
以
前
、
各
国
は
金
本
位
制
の
下
で
通
貨
価
値
を
決
め
て
い
た
。
金
本
位
制
は
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
と
比
べ
て

柔
軟
性
に
欠
け
て
い
た
し
、
国
際
的
な
監
視
体
制
も
脆
弱
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
各
国
は
政
策
協
調
す
る
こ
と
も
な
く
、

結
局
金
本
位
制
は
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
金
本
位
制
が
崩
壊
す
る
と
、
大
恐
慌
下
の
経
済
退
行
と
近
視
眼
的
自
国
中
心
的

競
争
で
、
世
界
各
国
は
関
税
や
ら
数
量
制
限
に
よ
っ
て
貿
易
障
壁
を
ど
ん
ど
ん
高
く
し
て
、
も
の
と
お
金
の
流
れ
が
歪
め

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。「
競
争
的
切
り
下
げ
」
に
よ
っ
て
輸
出
は
ど
ん
ど
ん
縮
小
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

簡
単
な
数
値
例
を
使
っ
て
為
替
相
場
と
貿
易
と
経
済
成
長
の
関
係
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
だ
ユ
ー
ロ
以
前
の
世
界

で
、
１
西
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
は
２
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
と
仮
定
し
よ
う
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
製
の
鉄
鋼
１
ト
ン
は
１
万
マ
ル

ク
だ
と
し
よ
う
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ
れ
は
２
万
フ
ラ
ン
だ
。
ド
イ
ツ
が
金
や
他
の
通
貨
に
対
し
て
マ
ル
ク
を
10
％
切
り
下

げ
た
と
し
よ
う
。
そ
の
ま
ま
だ
と
フ
ラ
ン
ス
で
は
ド
イ
ツ
の
鉄
鋼
は
10
％
安
く
な
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
が
そ
れ
を
座
視
す
る

わ
け
は
な
く
、
対
抗
し
て
フ
ラ
ン
を
マ
ル
ク
の
倍
の
幅
20
％
切
り
下
げ
て
、
鉄
鋼
１
ト
ン
を
１
万
６
千
フ
ラ
ン
に
す
る
だ

ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
他
の
国
、
ベ
ル
ギ
ー
や
イ
タ
リ
ア
も
自
国
の
国
際
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に
自
国
通
貨
を
フ
ラ

ン
ス
以
上
に
切
り
下
げ
る
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
安
い
商
品
が
ア
メ
リ
カ
市
場
に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て
、
ア

メ
リ
カ
は
そ
れ
じ
ゃ
大
変
と
関
税
を
引
き
上
げ
た
り
輸
入
障
壁
を
設
け
た
り
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
が
縮
小
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
へ
輸
出
し
て
い
た
国
々
の
輸
出
額
が
小
さ
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

同
じ
こ
と
が
鉄
鋼
以
外
の
貿
易
に
つ
い
て
も
起
こ
る
。

　

金
本
位
制
下
で
、
上
の
数
値
例
で
書
い
た
よ
う
に
、
す
べ
て
の
国
で
貿
易
額
も
貿
易
量
も
縮
小
し
、
そ
の
結
果
世
界
経

済
は
縮
小
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
各
国
が
保
護
主
義
政
策
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
大
恐
慌
が
ま
す
ま
す

深
刻
と
な
っ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
遠
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る4
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
踏
ま
え
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
は
、
新
し
い
形
の
金
本
位
制
を
軸
に
構
想
さ
れ
た
。
米
ド
ル
が



序章　　　　8

中
心
に
据
え
ら
れ
、
金
１
オ
ン
ス
は
35
ド
ル
と
さ
れ
た
。
ド
ル
以
外
の
通
貨
は
、
固
定
相
場
で
ド
ル
に
ペ
ッ
グ
さ
れ
た
。

ド
ル
は
為
替
相
場
の
基
準
な
の
で
切
り
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
各
国
の
政
府
と
中
央
銀
行
は
、
ア
メ
リ
カ
財
務

省
で
ド
ル
と
金
を
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
ド
ル
為
替
本
位
制
の
下
、
各
国
通
貨
は
ド
ル
に
ペ
ッ
グ
さ
れ
る
こ
と

で
国
際
貿
易
の
安
定
性
と
予
測
可
能
性
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
会
議
に
出
席
し
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
１
９
３
０
年
代
の
よ
う
な
保
護
主
義

の
台
頭
を
防
ぐ
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
や
義
務
を
考
え
た
。
一
番
重
要
な
の
は
、
巨
額
の
貿
易
赤
字
を
抱
え
た
国
の

経
済
回
復
の
た
め
柔
軟
な
政
策
対
応
を
可
能
に
し
た
こ
と
だ
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
以
前
、
巨
額
の
貿
易
赤
字
に
悩
ま

さ
れ
た
国
は
、
輸
入
障
壁
を
高
め
る
か
為
替
切
り
下
げ
し
か
政
策
手
段
が
な
か
っ
た
。
貿
易
相
手
国
も
対
抗
手
段
を
と
る

か
ら
、
結
局
、
経
済
は
低
迷
し
失
業
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
で
は
、
巨
額
の
貿
易
赤
字
に
対
処

す
る
た
め
多
く
の
政
策
手
段
が
選
択
可
能
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
為
替
相
場
が
上
下
１
％
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
１
９
３
０
年
代
の
金
本
位
制
で
は
為
替
相
場
は
固

定
さ
れ
て
い
た
が
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
に
な
っ
て
、
為
替
相
場
は
上
下
１
％
の
枠
内
で
変
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
二
は
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が
設
立
さ
れ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
新
た
な
金
融
シ
ス
テ
ム
を
監
視
し
、
融
資
を
す
る
こ
と

に
よ
り
貿
易
障
壁
を
高
め
た
り
為
替
を
切
り
下
げ
た
り
す
る
こ
と
な
し
に
経
済
政
策
を
変
更
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第

三
に
、
貿
易
赤
字
が
長
期
的
構
造
的
な
場
合
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
規
定
と
監
視
の
下
、
各
国
は
自
国
通
貨
の
為
替
相
場
を
切
り
下

げ
た
り
切
り
上
げ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
総
務
会
、
理
事
会
の
承
認
過
程
で
加
盟
各
国
の
了
解
の

下
実
施
さ
れ
る
。
為
替
切
り
下
げ
競
争
な
ど
の
報
復
措
置
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
は
、
１
９
３
０

年
代
に
は
な
か
っ
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
よ
う
な
国
際
機
関
と
国
際
法
の
精
神
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

確
か
に
、
新
し
い
ド
ル
為
替
本
位
制
に
よ
る
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
に
は
、
大
き
な
矛
盾
が
ひ
そ
ん
で
い
た
。
１
９
４
０
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年
代
か
ら
１
９
５
０
年
代
初
め
に
は
、
世
界
経
済
は
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
回
復
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
日
本
経
済

で
は
経
済
成
長
が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
結
果
、
国
際
貿
易
も
拡
大
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
経
済
回
復
に
は
資

本
が
必
要
で
、
資
本
を
供
給
で
き
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
が
中
心
だ
っ
た
。
ド
ル
の
供
給
が
増
え
れ
ば
、
需
給
の
法
則

か
ら
ド
ル
の
価
値
は
減
価
す
る
。
し
た
が
っ
て
時
間
が
た
つ
と
ド
ル
中
心
の
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
金
融
シ
ス
テ
ム
は
根
本
的

な
構
造
調
整
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
金
融
シ
ス
テ
ム
は
、
必
然
的
に
終
焉
す
る
運

命
を
内
包
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

専
門
家
は
新
し
い
金
融
シ
ス
テ
ム
を
作
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
た
が
、
１
９
６
０
年
代
ま
で
金
融

シ
ス
テ
ム
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
も
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
も
再
三
ド
ル
と

金
の
リ
ン
ク
支
持
を
演
説
で
表
明
し
、
強
く
て
安
定
し
た
ド
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
が
自
由
世
界
の
盟
主
で
あ
る
こ
と
の
証
左

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
１
９
６
３
年
７
月
18
日
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
議
会
で
演
説
し
、「
ア
メ
リ
カ
は
35
ド
ル
で
い

く
ら
で
も
１
オ
ン
ス
の
金
と
交
換
す
る
。
ド
ル
は
金
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
は
自
由
世
界
の
貿
易
と
決
済
の
基
盤
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
［60, p. 319

］。
１
９
６
５
年
２
月
10
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
も
議
会
で
、「
ド
ル
は
金
と
同
じ
で

あ
り
、
35
ド
ル
で
い
く
ら
で
も
１
オ
ン
ス
の
金
と
交
換
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
［60, p. 348

］。
こ
の
政
策
は
、
ケ
ネ

デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
い
う
民
主
党
の
大
統
領
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
財
務
長
官
も
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
議
長
（
両
政
権
と

も
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
チ
ェ
ス
ニ
ー
・
マ
ー
チ
ン
）
も
、
ア
メ
リ
カ
が
ド
ル
と
金
の
リ
ン
ク
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
ん
の
疑
念

も
抱
か
な
か
っ
た
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
次
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
、
就
任
か
ら
２
年
半
は
前
任
者
た
ち
よ
り
も
慎
重
だ
っ
た
が
、
強
い
ド
ル
政

策
を
支
持
し
、
ド
ル
と
金
の
リ
ン
ク
を
維
持
す
る
こ
と
を
は
っ
き
り
表
明
し
て
い
た
。
二
人
の
財
務
長
官
、
デ
ー
ビ
ッ

ド
・
ケ
ネ
デ
ィ
と
ジ
ョ
ン
・
コ
ナ
リ
ー
も
、
ア
ー
サ
ー
・
バ
ー
ン
ズ
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
も
、
外
国
政
府
の
求
め
が
あ
れ
ば
、
35
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ド
ル
で
１
オ
ン
ス
の
金
と
交
換
す
る
と
い
う
政
策
を
支
持
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
１
９
７
１
年
夏
ま
で
ア
メ
リ
カ
以
外
の
政
府
関
係
者
や
ト
レ
ー
ダ
ー
、
投
資
家
は
、
１
オ
ン
ス
の
金
が

35
ド
ル
だ
と
い
う
ド
ル
と
金
の
リ
ン
ク
は
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
っ
て
無
条
件
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
外
国
政
府
は
外
貨
の
ド
ル
を
蓄
積
す
る
こ
と
は
金
と
い
う
実
物
を
持
つ
こ
と
と
同
じ
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
て
25
年
経
ち
、
戦
争
の
痛
手
を
受
け
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
が
大
き
く
復
興
し
、
そ
の

他
の
非
社
会
主
義
国
も
20
年
に
わ
た
り
前
例
が
な
い
ほ
ど
の
経
済
成
長
を
遂
げ
た
。
ド
ル
と
金
の
リ
ン
ク
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
安
定
し
た
為
替
相
場
が
戦
後
経
済
成
長
を
も
た
ら
し
た
。
ド
ル
と
金
の
リ
ン
ク
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
戦

後
の
国
際
経
済
の
復
興
を
支
え
た
優
れ
た
金
融
シ
ス
テ
ム
の
終
焉
を
意
味
し
た
。
ド
ル
と
金
の
リ
ン
ク
に
よ
る
金
融
シ
ス

テ
ム
は
、
冷
戦
下
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
軍
事
的
同
盟
に
と
っ
て
重
要
な
基
盤
で
あ
っ
た
。
貿
易
と
投
資
を
拡
大
す
る
こ

と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
の
経
済
を
強
化
し
、
自
律
的
成
長
を
可
能
に
し
、
こ
れ
が
自
由
世
界
の
結
束
を
強
化
し
た
。

そ
れ
は
経
済
的
な
リ
ン
ク
の
強
化
だ
け
で
な
く
、
市
場
競
争
と
民
主
的
政
治
シ
ス
テ
ム
の
組
み
合
わ
せ
が
優
れ
て
い
る
と

い
う
思
想
を
強
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
会
議
よ
り
か
な
り
前
、
ア
メ
リ
カ
も
そ
の
他
の
国
も
、
外
国
政
府
が
保
有
す

る
ド
ル
の
総
額
を
考
え
る
と
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
十
分
な
量
の
金
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
で
多
く
の
ド
ル
を
使
っ
た
。
外
国
政
府
へ
の
援
助
や
、
外
国
の
基
地
に
お
け
る
米
軍
の
経

費
や
、
ア
メ
リ
カ
の
多
国
籍
企
業
の
外
国
投
資
の
増
大
で
、
多
く
の
ド
ル
が
世
界
中
に
流
出
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド

ル
の
流
出
ペ
ー
ス
ほ
ど
は
金
の
産
出
は
増
加
し
な
か
っ
た
。
金
の
供
給
が
増
え
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
が
ア
メ
リ
カ

以
上
に
金
の
保
有
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
の
保
有
す
る
金
と
外
国
の
政
府
や
中
央
銀
行
が
保
有
す
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る
ド
ル
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
金
と
の
交
換
を
請
求
で
き
る
外
国
政
府
の
ド
ル
保
有
額
が
大
き
く
な
り

す
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
国
外
に
あ
る
ド
ル
に
よ
る
金
の
交
換
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
た
。
１
９
５
５
年
、
外
国
の
政
府
・
中
央
銀

行
に
対
す
る
負
債
１
３
５
億
ド
ル
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
１
オ
ン
ス
35
ド
ル
換
算
で
２
１
７
億
ド
ル
分
の
金
を
持
っ
て

い
た
。
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
は
外
国
政
府
の
持
つ
ド
ル
の
１
・
６
倍
以
上
の
金
を
持
っ
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
１
９
７
１

年
夏
に
な
る
と
、
外
国
の
政
府
・
中
央
銀
行
が
４
０
０
億
ド
ル
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
１
０
２
億
ド
ル
分

し
か
金
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
外
国
政
府
に
金
交
換
を
求
め
ら
れ
た
と
し
て
も
４
分
の
１
し
か
金
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る5
。

　

ア
メ
リ
カ
以
外
の
人
々
は
、
何
年
も
保
有
す
る
ド
ル
を
金
に
交
換
で
き
る
か
ど
う
か
懸
念
を
持
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ

カ
が
十
分
な
金
を
持
っ
て
い
な
い
以
上
、
た
だ
ち
に
保
有
す
る
ド
ル
を
金
に
交
換
し
よ
う
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
拒
否
さ
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。
ド
ル
と
金
の
リ
ン
ク
の
原
則
は
、
大
き
す
ぎ
か
つ
複
雑
な
問
題
で
、
世
界
経
済
に
大

混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
な
し
に
解
決
す
る
方
法
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
外
国
政
府
が
保
有
す
る
ド
ル
を
金
と
交
換

す
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
き
、
ア
メ
リ
カ
が
金
と
の
交
換
を
拒
否
し
た
ら
、
こ
れ
ま
た
世
界
経
済
に
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら

す
こ
と
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
っ
た
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
下
で
ド
ル
と
金
の
交
換
が
保
証
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
世
界
中
の
ト
レ
ー
ダ
ー
、
投
資
家
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
世
界
市
場
の
安
定
と
将
来
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
て
、
経
済

的
繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

１
９
７
１
年
８
月
15
日
（
日
）
の
午
後
９
時
、
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
で
の
２
日
間
の
詰
め
た
議
論
を
踏
ま
え
、
ニ

ク
ソ
ン
は
つ
い
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
長
く
続
い
た
１
オ
ン
ス
35
ド
ル
と
い
う
金
と
ド
ル
の
リ
ン
ク
を
放
棄
し
た
の
で
あ
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る
。
外
国
の
政
府
に
そ
れ
を
伝
え
た
の
は
、
ほ
ん
の
２
、
３
時
間
前
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
財
務
省
の
「
金
交
換
窓

口
」
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
西
ド
イ
ツ
の
ブ
ン
デ
ス
バ
ン
ク
、
日
本
銀
行
が
戦
後
四
半
世
紀
に
蓄

積
し
た
ド
ル
は
、
突
然
金
の
裏
打
ち
が
な
く
な
り
、
価
値
の
基
準
が
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

金
と
ド
ル
の
固
定
相
場
に
よ
る
交
換
は
、
ア
メ
リ
カ
の
崇
高
な
責
務
だ
と
思
わ
れ
た
が
、
ニ
ク
ソ
ン
は
そ
の
放
棄
を
表

明
し
、
国
際
金
融
と
国
際
貿
易
の
基
盤
と
な
る
レ
ジ
ー
ム
が
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
に
対
抗
し
戦
後
の
世
界
秩
序
形

成
を
と
も
に
担
っ
て
き
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
主
要
な
同
盟
国
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

そ
の
影
響
は
極
め
て
大
き
く
、
政
治
的
に
多
く
の
異
論
が
わ
き
起
こ
っ
て
、
そ
の
後
２
、
３
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
渉
が
必

要
だ
っ
た
。

　

１
９
７
１
年
８
月
15
日
（
日
）、
ニ
ク
ソ
ン
は
金
融
政
策
の
変
更
だ
け
を
表
明
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
戦
後
ア
メ
リ

カ
が
一
身
に
担
っ
て
き
た
世
界
秩
序
の
守
護
神
と
し
て
の
役
割
が
終
わ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
相
手
国
の
市
場
開
放
を
求

め
る
こ
と
な
く
自
国
市
場
を
開
放
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
の
防
衛
予
算
の
大
半
を
負
担
し
、
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

ド
ル
と
金
の
交
換
を
保
証
す
る
金
融
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
の
復
興
を
支
援
し
て
き
た
が
、
そ

の
時
代
は
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
同
盟
国
に
世
界
経
済
秩
序
維
持
の
負
担
を
分
担
し
て
欲
し
い
と
頼

ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
受
け
入
れ
よ
と
断
言
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
一
方
的
に
ア
メ
リ
カ
が

負
担
す
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
多
国
間
主
義
に
基
づ
く
国
際
シ
ス
テ
ム
の
第
一
歩
を
ア
メ
リ
カ
は
踏
み
だ
し
た
の
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
は
多
国
間
主
義
が
望
ま
し
い
と
考
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
世
界
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
し
た
現
実
を

直
視
し
た
政
策
転
換
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

１
９
７
１
年
８
月
の
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
会
議
は
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
の
中
で
重
要
な
転
換
点
と
な
っ
た
。
ド
ル
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は
貿
易
を
促
進
し
、
将
来
の
不
安
な
し
に
投
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
パ
ワ
ー
と
影
響
力
の
源

泉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
四
半
世
紀
、
世
界
最
強
の
国
家
ア
メ
リ
カ
が
世
界
の
金
融
シ
ス
テ
ム
を
根
本
的
に
変
更
し
、
他

の
国
は
そ
の
激
変
に
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
ア
メ
リ
カ
の
最
も
有
能
で
知
識
も
あ
り
経
験
豊
富
な
政
治

家
・
官
僚
た
ち
が
、
そ
の
後
何
十
年
も
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
他
の
世
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
決
定
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

反
対
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
個
人
間
で
も
官
僚
の
間
で
も
意
見
の
衝
突
が
あ
っ
た
。
だ
が
最
終
的
に
は
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
決
定
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

私
が
１
９
７
１
年
８
月
の
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
書
こ
う
と
思
っ
た
の
は
以
下
の
よ
う
な
理
由

か
ら
だ
。
第
一
に
、
50
年
前
の
３
日
間
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
現
在
の
ア
メ
リ
カ
が
直
面
し
て
い
る
多
く
の
問
題
と
共
通

し
て
い
る
の
で
、
50
年
前
の
歴
史
を
検
討
す
る
こ
と
は
現
在
の
諸
問
題
解
決
に
な
ん
ら
か
の
教
訓
が
得
ら
れ
る
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。
50
年
前
も
現
在
も
、
世
界
の
中
で
ア
メ
リ
カ
の
立
ち
位
置
が
問
わ
れ
て
い
る
。
１
９
６
０
年
代
末
か
ら
１

９
７
０
年
代
初
め
に
は
、
政
治
家
も
庶
民
も
ア
メ
リ
カ
が
世
界
の
盟
主
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
よ
り
負
担

の
方
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
政
治
的
同
盟
を
維
持
す
る
た
め
の
経
済
的
負
担
が
重
く
、
そ
れ
に
不

満
で
あ
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
の
時
代
も
今
も
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
同
盟
国
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
財
政
負
担

を
求
め
て
い
る
。
当
時
も
今
も
、
貿
易
赤
字
、
輸
入
に
よ
る
雇
用
減
少
、
多
国
籍
企
業
に
よ
る
海
外
生
産
に
よ
る
雇
用
減

少
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
に
対
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
し
、
今
で
も
議
論
は

分
か
れ
て
い
る
。
１
９
７
０
年
代
初
め
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
新
た
な
経
済
環
境
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
世
間
の
注
目
が

集
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
何
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
当
時
な
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
今
は
ア
フ
ガ
ン
戦
争
と
い
う
長
い
戦

争
を
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
海
外
に
お
け
る
軍
事
介
入
に
対
す
る
国
民
の
支
持
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
今
も
そ
う
だ
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が
50
年
前
も
議
会
や
国
民
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
教
育
、
人
権
、
社
会
的
安
全
網
と
い
っ
た
国
内
問
題
に
も
っ

と
注
力
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
ニ
ク
ソ
ン
の
時
代
も
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
は
、
ア
メ
リ
カ
が
内
向
き
に
な
り
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
な
っ
て
保
護
主
義
に
陥
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
。
最
近
で
は
こ
の
危
惧
が
現
実
の
も
の
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
１
９
６
０
年
代
末
か
ら
１
９
７
０
年
代
初
め
、
ア
メ
リ
カ
の
状
況
は
今
よ
り
ず
っ
と
悪
く
、
党
利
党
略
の

政
治
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
１
９
７
１
年
、
多
く
の
専
門
家
は
、
今
も
そ
う
だ
が
、
ド
ル
は
「
過
大
評
価
」
さ
れ
て
い
て
、

輸
入
品
は
安
く
輸
出
品
は
高
く
な
っ
て
し
ま
う
と
言
っ
て
い
た
。
１
９
７
１
年
ニ
ク
ソ
ン
は
、
他
の
国
、
特
に
ド
イ
ツ
と

日
本
は
、
世
界
の
政
治
的
経
済
的
秩
序
維
持
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
与
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
50
年
前
と
現
在
の
違

う
と
こ
ろ
は
、
世
界
の
秩
序
維
持
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
は
よ
り
多
く
の
国
の
支
援
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん

ド
イ
ツ
と
日
本
の
支
援
は
必
要
な
の
だ
が
、
今
で
は
他
に
中
国
を
は
じ
め
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
韓
国
と
い
っ
た
経
済

力
を
つ
け
て
き
た
国
々
の
支
援
も
必
要
に
な
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
の
時
代
、
新
し
い
通
貨
制
度
と
い
っ
た
国
際
金
融
シ
ス
テ

ム
改
革
が
喫
緊
の
課
題
だ
っ
た
。
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
あ
り
、
世
界
各
地
で
破
壊
活
動
が
起

こ
り
、
政
府
債
務
は
戦
時
の
水
準
に
ふ
く
れ
あ
が
り
、
１
９
７
１
年
に
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
改
革
が
求
め
ら
れ
た
の

と
同
様
、
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
の
枠
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
１
９
７
０
年
代
初
め
と
現
在
と
で
は
大
き
な
違
い
も
あ
る
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
政
策
」
を
始
め
て
、
そ
れ
を
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
先
鋭
化
さ
せ
た
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
し
か
し
以
下
で
見
る
よ
う
に
、

１
９
７
１
年
に
ア
メ
リ
カ
が
ド
ル
と
金
の
リ
ン
ク
を
断
ち
切
っ
た
一
方
的
か
つ
強
烈
な
政
策
の
あ
と
、
世
界
経
済
に
対
す

る
ア
メ
リ
カ
の
関
与
が
増
え
、
国
際
機
関
に
対
す
る
拠
出
な
ど
が
大
き
く
な
り
、
ア
メ
リ
カ
と
同
盟
国
間
の
政
策
協
調
が

進
展
し
た
。
確
か
に
金
・
ド
ル
交
換
停
止
で
ア
メ
リ
カ
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
日
本
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
が
、
ニ
ク

ソ
ン
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
と
と
も
に
考
え
な
が
ら
対
処
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
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核
兵
器
削
減
条
約
、
世
界
の
貧
困
問
題
、
食
糧
安
全
保
障
、
高
騰
す
る
石
油
価
格
、
な
ど
な
ど
。
１
９
７
１
年
時
点
で
ア

メ
リ
カ
は
、
世
界
貿
易
の
伸
展
が
保
護
主
義
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
し
、
よ
り
良
い
通
貨
制
度
を

追
求
し
続
け
た
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
経
済
と
政
治
の
関
係
は
強
く
な
っ
て
い
き
、
間
違
っ
た
方
向
に
行
か
な
け
れ
ば
民

主
体
制
の
国
が
強
く
な
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
。
こ
の
信
念
は
、
ニ
ク
ソ
ン
も
彼
の
周
り
に
い
る
専
門
家
も
理
解
し
て

い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
と
の
協
力
関
係
が
40
年
以
上
続
い
た
の
で
あ
る
。
１
９
７
１

年
８
月
に
ア
メ
リ
カ
は
国
際
関
係
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
も
の
の
、
拠
っ
て
立
つ
政
治
哲
学
は
、
世
界
が
直
面
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
大
問
題
を
一
緒
に
解
決
す
る
国
々
の
利
益
を
高
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
。
本
書
は
こ
う
い
う
視
点
に

立
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
に
成
立
し
た
バ
イ
デ
ン
政
権
と
50
年
前
を
比
べ
て
み
よ
う
。
１
９
７
１
年
８
月
、
ニ
ク
ソ
ン
は
キ
ャ
ン

プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
で
同
盟
国
に
対
し
て
厳
し
い
、
あ
る
意
味
で
敵
対
す
る
か
の
よ
う
な
政
策
転
換
を
行
っ
た
が
、
同
盟
に

亀
裂
が
入
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
何
十
年
も
の
国
際
協
力
の
枠
組
み
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
が

「
ト
ラ
ン
プ
・
シ
ョ
ッ
ク
」
を
克
服
で
き
る
か
ど
う
か
は
大
問
題
だ
。
ト
ラ
ン
プ
は
さ
ま
ざ
ま
な
一
方
的
で
乱
暴
な
政
策

を
と
っ
た
。
気
候
問
題
に
関
す
る
パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と
い
っ
た
国
際
機
関
か
ら
の
離

脱
、
関
税
や
経
済
制
裁
の
乱
発
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
に
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。
将
来
起
こ
る
で
あ
ろ
う
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
世
界
秩
序
の
新
し
い
枠
組
み
を
再
構
築
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
の
本
を
書
こ
う
と
思
い
至
っ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
１
９
７
１
年
８
月
の
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
に
お
け
る
大

き
な
政
策
転
換
は
、
今
日
で
も
わ
か
る
大
き
な
分
岐
点
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
家
が
あ
ま
り
分
析
し
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
会
議
に
関
す
る
雑
誌
や
論
文
に
も
、
会
議
参
加
者
に
よ

る
回
顧
録
に
も
、
国
際
金
融
の
歴
史
に
関
す
る
本
の
参
考
文
献
に
も
、
多
く
の
記
述
が
あ
る6
。
し
か
し
、
一
般
の
読
者
向
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け
に
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
会
議
の
意
味
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
は
ほ
と
ん
ど
な
い
し
、
会
議
の
決
定
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
メ
ン
バ
ー
に
焦
点
を
当
て
た
本
は
少
な
い
と
思
う
。

　

本
書
の
記
述
は
、
私
の
個
人
的
経
験
に
拠
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ニ
ク
ソ
ン
、
フ
ォ
ー
ド
、
カ
ー
タ
ー
、
ク
リ
ン

ト
ン
の
各
政
権
で
経
済
外
交
を
担
当
し
、
ウ
ォ
ー
ル
街
で
も
仕
事
を
し
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
経
営
大
学
院
で
は
院
長
と
し

て
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
こ
の
本
に
登
場
す
る
ポ
ー
ル
・
ボ
ル
カ
ー
、
ヘ
ン
リ
ー
・

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
、
ピ
ー
タ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
と
い
っ
た
政
策
決
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
人
々
と
個
人
的
に
コ

ン
タ
ク
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
会
議
に
参
加
し
た
多
く
の
官
僚
と
は
一
緒
に
働
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
し
、
知
り
合
い
も
多
く
い
た
。
多
く
の
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
き
た
の
で
、
こ
の
本
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
人
の
リ
ス
ト
は
、
巻
末
文
献xlvi-xlviii

頁
参
照
）。

　

こ
の
本
を
読
ん
で
理
解
す
る
の
に
経
済
学
、
金
融
、
貿
易
の
詳
し
い
知
識
は
要
ら
な
い
。
ド
ル
に
つ
い
て
専
門
的
に
論

じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
、
人
間
、
政
治
と
い
っ
た
視
点
か
ら
こ
の
本
は
書
か
れ
て
い
る
。
経
済
学
や
金
融
理
論
の

知
識
が
あ
ま
り
な
い
読
者
に
１
９
７
１
年
８
月
の
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
で
何
が
起
き
た
の
か
を
説
明
す
る
た
め
、
専

門
的
な
研
究
論
文
の
よ
う
な
詳
し
い
分
析
を
避
け
て
、
単
純
化
し
て
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

こ
の
本
で
は
、
ま
ず
初
め
に
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
が
大
統
領
に
就
任
し
て
か
ら
の
２
年
間
に
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
論
争
が
行
わ
れ
た
か
を
論
じ
、
つ
い
で
１
９
７
１
年
８
月
の
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
お
よ
び
そ

の
後
の
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
す
る
（
主
な
人
々
の
リ
ス
ト
は
巻
末
３
６
８-

３
７
１

頁
参
照
）。
彼
ら
の
経
験
、
思
想
、
人
間
性
、
人
生
観
が
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
の
会
議
に
集
約
さ
れ
た
と
い
え
る
。

キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
の
会
議
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
か
ら
始
め
て
、
本
番
の
３
日
間
に
つ
い
て
克
明
に
書
き
た
い
。
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普
通
は
最
後
に
ど
の
よ
う
に
し
て
結
論
が
出
さ
れ
た
か
を
書
く
も
の
だ
が
、
こ
の
本
の
物
語
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー

ビ
ッ
ド
の
会
議
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
実
現
し
た
か
を
書
い
た
。
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
の
会
議
の
直

後
か
ら
何
年
も
あ
と
に
何
が
起
き
た
か
を
論
じ
、
長
期
的
な
影
響
を
評
価
し
、
50
年
経
っ
て
自
分
が
ど
う
考
え
る
か
、
将

来
に
い
か
な
る
教
訓
が
得
ら
れ
る
か
を
示
し
た
い
。

　

Secrets of the T
em

ple

と
い
う
Ｆ
Ｒ
Ｂ
に
関
す
る
優
れ
た
歴
史
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
レ
イ
ダ
ー

が
書
い
て
い
る
が
、
彼
は
「
ア
メ
リ
カ
一
国
が
世
界
経
済
を
支
え
て
い
た
時
代
の
終
わ
り
を
歴
史
家
が
特
定
す
る
な
ら
、

そ
れ
は
１
９
７
１
年
８
月
15
日
だ
」
と
書
い
て
い
る
［32, p. 334

］。
そ
の
と
お
り
だ
。
以
下
そ
の
こ
と
を
書
い
て
い
こ

う
。


